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市
で
は
、
１
３
９
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

た
戸
倉
小
学
校
の
活
用
に
つ
い
て
、
平
成
24

年
度
か
ら
地
元
の
自
治
会
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
と
共
に
「
戸
倉
小
学
校
施
設
・

地
域
検
討
会
議
」
を
組
織
し
、
平
成
25
年
度

か
ら
は
首
都
大
学
東
京
の
協
力
を
得
て
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
愛
鳥
活
動
な
ど
の
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
受
け
継
ぎ
、
自
然
・

歴
史
・
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
学
習
と
研
修
の
場
を
提
供
し
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
様
な
人
材

育
成
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
戸
倉
地
区
と

市
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
「
体
験
」

「
宿
泊
」
「
飲
食
」
「
展
示
」
の
４
つ
の
機

能
を
備
え
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、

滞
在
型
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
東
京
都
の
補

助
金
を
活
用
し
、
整
備
す
る
計
画
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
商
工
会
、
観
光
協

会
、
旅
館
組
合
、
地
元
の
方
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
役
の
首
都
大
学
東
京
な
ど
と
「
旧
戸
倉
小

学
校
運
営
準
備
委
員
会
」
を
組
織
し
、
具
体

的
な
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
施
設
の
管
理
運
営
は
、
「
新
四
季

創
造
㈱
」（
秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯
の
運
営
者
）

が
指
定
管
理
者
と
し
て
行
い
、
現
在
、
「
戸

倉
し
ろ
や
ま
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
を

立
ち
上
げ
、
地
域
の
方
が
各
種
体
験
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
携
わ
れ
る
形
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
戸
倉
の
自
然
で
出
迎
え
、
地
域
の
方
の
温

か
い
心
で
も
て
な
す
こ
と
で
、「
ふ
る
さ
と
」

を
思
い
起
こ
す
場
所
に
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
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セ
ン
タ
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秋
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験
研
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セ
ン
タ
ー▽

対
象
　
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学

　
校
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
大
学
、
企

　
業
、
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体

▽
休
館
日
　
火
曜
日
︵
祝
日
の
場
合
は
翌

　
日
、
７
月
21
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
を
除

　
く
︶
、
12
月
28
日
か
ら
翌
年
の
１
月
４
日

　
ま
で

▽
予
約
方
法
　
申
請
日
に
秋
川
渓
谷
戸
倉
体

　
験
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
に
電
話
で

　
申
し
込
ん
だ
後
、
所
定
の
申
請
書
に
記
入

　
し
て
承
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申
請
日

　
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　●

宿
泊
室
の
利
用
予
約
は
利
用
日
の
属
す
る

　
月
の
３
か
月
前
の
月
の
初
日
か
ら
利
用
す

　
る
日
の
３
日
前
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。
ま

　
た
、
宿
泊
を
伴
う
施
設
利
用
︵
研
修
室
、

　
図
工
室
、
家
庭
科
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体

　
育
館
︶
の
予
約
も
利
用
日
の
属
す
る
月
の

　
３
か
月
前
の
月
の
初
日
か
ら
利
用
す
る
日

　
の
３
日
前
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

　●

申
請
日
が
休
館
日
の
場
合
は
翌
日
以
降
の

　
最
初
の
開
館
日
と
な
り
ま
す
。

　●

同
一
の
方
が
引
き
続
き
２
日
以
上
の
利
用

　
を
申
請
す
る
と
き
は
、
月
を
ま
た
ぐ
場
合

　
で
あ
っ
て
も
利
用
日
の
属
す
る
月
の
３
か

　
月
前
の
月
の
初
日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

　●

研
修
室
、
図
工
室
、
家
庭
科
室
、
グ
ラ
ウ

　
ン
ド
、
体
育
館
の
み
の
予
約
は
、
利
用
日

　
の
属
す
る
月
の
２
か
月
前
の
月
の
初
日
か

　
ら
当
該
利
用
日
の
３
日
前
ま
で
申
請
で
き

　
ま
す
。

※
同
一
の
方
が
引
き
続
き
７
日
以
上
利
用
す

　
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予約・問合せ
平日午前10時～午後５時
秋川渓谷戸倉体験研修センター
開設準備室
☎070－1057－9985

※宿泊施設の利用者が自炊して利用する場合…家庭科室は無料

※市内の町内会・自治会が利用する場合…免除

各施設利用料など

１月６日㈬
　　　受付開始
１月６日㈬
　　　受付開始

予
約
方
法
な
ど

予
約
方
法
な
ど

４
月
９
日
㈯
開
校

４
月
９
日
㈯
開
校

400円

200円

300円

400円

400円

200円

300円

講演・講義・打ち合わせなど

小グループ打ち合わせなど

小グループ打ち合わせなど

作業机６台（１台６～８人）

調理台６台（１台６～８人）

主にミニサッカーなど

球技・レクリエーション

第１研修室

第２研修室

第３研修室

図工室

家庭科室

グラウンド

体育館

２階

１階

屋外

校舎横

午前10時
 ～午後９時

午前７時
 ～午後６時

午前10時
 ～午後９時

料金
（1時間）利用時間用途・設備など貸室名称階数

（以下は広告枠です）


